
　那覇市長　宛

令和 年 9 月 22 日

【良かった点】

(例：生活困窮世帯に食糧を配布することで、対象者が安定して食事が取れるように支援する。)

平時から『防災情報』を見える化したり、気軽に集える場を提供することで、地域の住民や行政、企業が

顔の見える関係で繋がり、災害に強いまち（コミュニティ）を形成する。

【改善点・今後につなげる点】

4.これまでの活動の

振返り

・『防災を日常に』をテーマに、まいまい号（動く非常持

ち出し袋）展示や防災拠点である新都心公園の中に防災cafe

を開催することで、ふと目にした所に防災情報がある状態

を毎月繰り返し提供することで、市民に防災に対する興味

付けが徐々に行えている。毎回、通りかかった人がぷらっ

と寄ってくれている。

・自治会やまちづくり協議会、小学校PTCAが集まって話を

する場に防災cafeぷらっとを使ってもらうということもあ

り、その場で参加している行政職員や我々DMPOとも繋がる

ことが出来、共通の課題を共有することが出来た。

・意識調査やアンケート結果などで得た課題をその都度

情報発信するだけでなく、継続議論が必要なものは次に

繋げる方法を具体的に考える。（1ヶ月に１回の開催な

ので、間が開いてしまうことで問題意識が薄れてしまう

事もある）。・議論が白熱する事もあり、その時はぷ

らっと寄りにくい状況もあるかと反省する。のぼりやプ

ラカードなどで何をしているかもう少し具体的に示して

も良い。

3.事業を一言で表現する

と

5

代表者　有村　博勝、畑瀬　裕子

担当者　　　畑瀬　裕子

「なは市民活動支援事業」

団体名　一般社団法人災害プラットフォームおきなわ

中間報告書
令和　5年  6月 7日付け、那覇市指令市ま第639号で交付決定の通知を受けた当該事業について、

現時点での進捗を下記のとおり報告します。また、市ホームページへの掲載を承認し、中間報告会

で他団体とも内容を共有します。

1.事業名 「防災cafeぷらっと」開催による地域防災コミュニティ形成及び防災情報発信事業

2.実施内容

（何をいつ実施したか(事務局会議は除く)、対象者や実施場所など）

＜防災cafeぷらっと＠なは新都心公園＞毎月第２日曜日　10:00~13:00

①テント及びまいまい号(動く非常持ち出し車)を設置し、道ゆく人に興味付けを行なった。

②各月設定した「防災テーマ」に基づき、講師と参加者がざっくばらんに困り事や相談事、個人や地域の課題に

ついて意見交換及び意識調査を行なった。（写真参照）

③参加者に満足度アンケートを実施した。

　・6/11 「夏場の非常時の避難について」  講師:有村 博勝 氏　　大人13名・子供7名・わんこ3頭参加

　・7/9   「非常時の食事について」　　　  講師:有村 めぐみ氏　 大人 8 名・子供2名・わんこ3頭参加

　・8/13 「災害時のストレスについて」　  講師:畑瀬 裕子氏　　 大人 11名・子供2名・わんこ1頭参加

　・9/10 「災害と日本赤十字社について」  講師:底原 春香氏　　 大人 12名・子供2名・わんこ2頭参加

＜FM那覇　Okinawa B-camp及びSNSにて防災情報発信＞

ラジオは毎週金曜日10時放送、SNS発信は台風接近時などは随時情報発信し、注意喚起を行なった。
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6.活動写真

（簡単な説明文を記入）

7.今回の達成目標

（当初の事業計画書に記載

した目標）

8.現時点の目標達成度

（例：60%達成）
1.54名/100名　2.noteがほぼ書けていない。3.満足度アンケート100％　➡︎全体では60%達成

1.防災cafeぷらっとの参加人数のべ100名。

2.DMPOnoteのフォーロワー獲得数が参加者の5割

3.参加者に満足度アンケート4以上

     （防災cafeぷらっと＠なは新都心公園　毎月第２日曜日）       （銘苅小学校PTCAの方々などが参加してくれました）

                              （意識調査）

5.今後の活動予定

（事業期間内又はすでに終

了した団体については次の

予定）

＜防災cafeぷらっと＠なは新都心公園＞毎月第２日曜日　10:00~13:00

　・10/8   災害時の情報の取り方  講師:糸数 みき氏

　・11/12 災害弱者の避難について  講師:稲垣 暁氏

　・12/10 防災キャンプについて  講師:宮平 未来氏

　・1/14   地域と防災について  講師:宮城 潤氏

＜2/12 防災セミナー開催@なは市民活動支援センター＞

　「災害時、地域と共に生き残るために」(予定) 　講師:宮道 喜一氏

　防災基調講演後、講師メンバー及び行政を交えて情報共有会議実施。防災cafeぷらっとの振り返りとともに、

実際の災害時にも役立つ情報共有会議のモデルを提示する。市民に災害時の課題の解決方法を知ってもらう。

＜FM那覇　Okinawa B-camp及びSNSにて防災情報発信＞

   （FM那覇　Okinawa B-camp　毎週金曜日　10時放送

）
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